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症 例

口腔扁平苔癬患者における総義歯補綴治療の臨床経過

熊谷　啓二，小林　琢三＊
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　Abstmct：Aclinical　course　of　complete　denture　treatment　in　a　patient　with　oral　lichen　pla皿s，

due　to　an　irritation　of　a　denture　plaque　and　a　food　bolus，　is　presented．

　A70－yearsっld　edentulous　man　had　white　changes　surounded　by　erythematous　lesion　on　the

right　buccal　mucosa　and　the　right　mandibular　residual　ridges　with　pain　and　buring　symptoms．　The

lesion　was　clinica11y　diagnosed　as　lichen　planus．　He　had　a　cryosurgery　for　treatment　of　his　lichen

planus，　and　had　a　prothodontic　treatment　to　restore　his　oral　function．

　However，　about　7　months　after　of　the　treatment，　the　lichen　planus　recured，　which　seemed　to　be

associated　with　the　irritation　of　a　denture　plaque　and　a　food　bolus．　In　order　to　refit　the　complete

denture　to　his　oral　tisuue，　then　the　complete　denture　prothosis　were　rebased　by　add廿1g　new

denture　material．

　After　he　wore　the　complete　denture，　the　lesions　disappeared　and　the　area　was　covered　with

nOrmal　mUCOSa、
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緒 言

　扁平苔癬は，口腔粘膜の角化性疾患の中でも

かなり高頻度にみられる疾患である。この疾患

の原因として薬剤1・2），歯科用金属によるアレ

ルギーなどを疑った報告3～1°）などがある。しか

し、多くは原因不明のまま難治性疾患として，

コルチコイド外用薬などで対症的治療が行われ

ている。口腔内に生じる扁平苔癬の歯科治療に

関連した原因として，修復用金属のアマルガム

や金銀パラジウム合金および床用金属のCo－Cr

によるアレルギーなどが報告されている3～5）。

　今回，デンチャープラークと義歯に停滞した

食物の残渣による刺激が，臨床的に口腔扁平苔

癬と思われる病変の発症原因と考えられた無歯

顎患者へ，総義歯を装着した症例を経験したの

で報告する。

Aclinical　course　of　complete　denture　treatment　in　a　patient　with　oral　lichen　planus．

Keiji　KuMAGAI，　and　Takuzoh　KoBAYAsHI＊

（Kumagai　Dental　Clinic，7－3　Kamihirasawa　Baba，　Shiwa，028－34　Japan，＊Kobayashi　Dental　Clinic，

1－11－4Saien，　Morioka，020∫apan）

岩手県盛岡市中央通1丁目3－27（〒020） Z）θη紘ノ∫ωαεθ1膨己　σηゴ〃．　22　　156－162，　1997



口腔扁平苔癬患者の補綴治療

Fig．1．Irregulary　defined　areas　of　erosion　on

　　　buccal　mucosa　at　level　of　the　right　molars

　　　（arrows）．　Wickham’s　striae　on　the　buccal

　　　mucosa　and　tounge　adjacent　to　the　erosion．
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Fig．2．　Anterior　maxillary　residual　rldge

　　　hyperplasia　extends　from　one　canine　area

　　　to　another（arrows）．

症 ‖⑩

　患者：吉○今○人　70才　男性

　主訴：頬粘膜と舌側縁の接触痛ならびに咀噌

障害

　現病歴：平成5年5月に頬粘膜と舌側縁の接

触痛ならびに禰漫性の発赤が気になり，某大学

歯学部口腔外科を受診した。某口腔外科では両

側頬粘膜，舌側縁部扁平苔癬の診断のもとに凍

結療法を施行した。平成6年6月に，患者が無

歯顎のため摂食困難であったことと，患部の病

変も縮小傾向になってきたこともあり，補綴治

療を著者が以前勤務していた川久保病院歯科に

依頼された。

　既応歴：食事療法にてコントロールされてい

る軽度の糖尿病のほかに，特記事項はない。

　現症：右側下顎はT＝コ［相当部残存歯槽堤

から頬粘膜にかけて浮腫性に腫脹していた。一

部は潰瘍を伴い，表面が白色の偽膜で被われ，

その周囲が禰漫性に発赤していた。また，右側

の舌側縁部も禰漫性に発赤していた（Fig．1）。

その部位は，接触痛ならびに塩味の強い食物摂

取により軽度の侭痛が認められた。所属リンパ

節の腫脹は触知されなっかた。．旦相当部残

存歯槽堤には軽度のフラビーガムが認められた

（Fig．2）。顎間関係はclass　I級であった。

　治療および経過：扁平苔癬様病変とフラビー

ガム部を除いては，補綴治療の際に問題となる

所見は認められなかったので，通法にしたがっ

て総義歯を作製した。扁平苔癬の発症原因とし

て金属イオン3～7），化学物質L2），機械的刺

激8～lo）などが報告されているので，印象採得は

粘膜に対し刺激の少ないシリコーン系印象材を

用い，選択加圧印象を行った。義歯の咬合関係

は，可及的に両側性平衡咬合を付与した（Fig．

3a，　b，　c）o

　平成6年7月に新義歯を装着した時点では，

凍結療法により扁平苔癬様病変は縮小し，安定

した状態であった（Fig．4）。その後，経過は良

好であったが，平成7年1月，右側下顎頬粘膜

に接触痛を訴え来院した。その時の口腔内所見

は，右側下顎T司相当部残存歯槽堤から頬粘

膜の表面に角化性粘膜がみられ，その周囲が禰

漫性に発赤していた（Fig．5）。義歯の咬合関係

は安定していた。義歯の不適合による刺激に

よって扁平苔癬様病変が再び生じたものかを確

認するため，フィットチェッカー⑧にて適合検査

を行った。義歯床内面と床下組織の適合は比較

的良好であったが，義歯の右側下顎頬側から頬

側遠心隅角部の研磨面のフィットチェッカー⑱

が厚くなっていた（Fig．6a，　b）。これは，緊張し

ていた口腔周囲筋が新義歯に順応し，特に頬筋

の緊張が改善されたためと思われた。また，患

者も同部に食物が溜まりやすいと訴え，義歯に

もデンチャープラークが付着していた。この不

潔性沈着物が再び扁平苔癬様病変を生じさせた
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C

原因と思われたので，義歯研磨面の形態修正と

義歯床の清掃をかね，下顎義歯の間接リベース

を行うことにした。

　印象採得の方法は，粘膜病変の改善をかね，

粘膜面と研磨面を同時に印象採得する，粘膜調

整材を用いたダイナミック印象法を選択した。

しかし，粘膜調整材を使用した2日後，扁平苔

癬様病変の悪化とともにCαη直4αα伽cαηsの

感染と思われる所見が認められた（Fig．7）。そ

b

Fig．3a．Occlusal　view　of　new　complete　denture．

　　3b．　Mucosal　view　of　new　complete　denture．

　　3c．　Intraoral　view　of　new　complete　denture．

こで，義歯の装着を中止し，含轍剤（ネオヨジ

ンガーグル⑭）とラクトフェリジ1）を処方して

病変の改善をはかった。2週間ほどで病変が改

善，安定したため，粘膜面はシリコーン印象材

で，研磨面はインプレッションワックス⑧で印

象採得し，間接法リベースを行った（Fig．8a，

b）。

　平成7年8月にりべ一スした義歯を装着して

から，経過は良好であった（Fig．9）。しかし，

平成7年12月，再び右側下顎頬粘膜に接触痛を

訴え来院した。口腔内所見は以前より軽度であ

るが，右側下顎残存歯槽堤ならびに歯肉頬移行

部に白色の粘膜がみられた。その周囲は禰漫性

で軽度に発赤していた。患者が，対症療法を希

望したため，含轍剤（ネオヨジンガーグル⑧），
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Fig．4．　Right　buccal　and　mandibular　residuaI

　　　　　　ridge　2　weeks　after　insertion　of　new

　　　　　　complete　denture．　Normal　color　and

　　　　　　texture　have　returned．
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Fig．5．　Right　buccal　and　mandibullar　residual

　　　　　　ridge　7　months　after　insertion　of　new

　　　　　　complete　denture．

Fig．6a，　b．

b
　　　　　　　　　　a

Mucosal　and　occlusal　view　of　the　denture　base　coated　Fit　Checker⑧．

lower　denture　is　too　thin　below　border（arrows｝．

D輌strobuccal　flange　of

Fig．7．　Irregulary　defined　areas　of　erosion　on　buccal　mucosa　at　level　of　the　right　molars．　Wickham’s

　　　　　　striae　on　the　buccal　mucosa　and　tounge　adjacent　to　the　erosion．　The　thrush－like　lesions　of　the

　　　　　　lichen　planus　assocciated　with　Candidal　infection．
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　　　　　　　　　　a
Fig．8a．　Occlusal　view　of　rebased　complete　denture．

　　b．Mucosal　view　of　rebased　complete　denture．

　　　Buccal　contour　has　been　restore　to　desire　thickness（arrows）．

b

デキサルチン軟膏⑨を処方し，経過を観察する

ことにした。

　平成8年2月に上顎義歯脱落を主訴に来院し

たため，上下顎総義歯を作製した。右側下顎残

存歯槽堤ならびに歯肉頬移行部の粘膜の扁平苔

癬様病変は改善していた。その後，6ヶ月から

12ヶ月の間隔で扁平苔癬様病変の悪化と改善

を繰り返しているが，病変の状態が軽度なため

含噺剤（ネオヨジンガーグル⑧），デキサルチン

軟膏⑧を処方し，経過を観察している。

考 察

　歯科治療と扁平苔癬との関連として，

Mobackenら7）がアマルガム，林原ら3），中山

ら5），本多ら4）が金属床用コバルトクロム合金

の金属アレルギーによって扁平苔癬が生じた症

例を報告している。また，Lindら1°）は，場合に

よって扁平苔癬様病変の発症に歯科用複合レジ

ンが関与すると述べている。本症例のように，

無歯顎患者で装着している義歯に金属を使用し

ていない場合，義歯床のレジンによるアレル

ギーが扁平苔癬様病変発症の誘因となるかもし

れない。しかし，レジン床義歯を十数年装着し

ていることから，他に主な原因があると考えら

れる。

　井上らDは扁平苔癬の病理学的所見12～15）と薬

剤，金属アレルギーなどを関連させ，次のよう

に扁平苔癬の発症機序を想定している。真の原

因（ウイルス感染，自己免疫，なんらかの物質

によるアレルギー）は不明であるが，なんらか

の誘因により基底細胞に変化が起こると，この

異常細胞を排除しようとする生体防御反応の一
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Fig．9．　Mondibular　rediual　ridge　2　weeks　after

　　　insertion　of　rebased　complete　denture．

ま　　と　　め
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　臨床的に口腔扁平苔癬と思われた無歯顎症例

へ総義歯を装着し，その後の経過について報告

した。その発症の原因として，デンチャープ

ラーク中の細菌や食物残渣による刺激が主な要

因と考えられた。扁平苔癬は再発を繰り返すこ

とと，癌化する可能性もあることから，今後，

病変への刺激をコントロールあるいは除去し，

治療薬と治療法の効果的な使用，および長期の

経過観察が必要と思われる。
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っとして，活性化T細胞，IgM抗体などが関与

してapoptosisが出現してくるのが苔癬型組織

反応の主体をなすものと考えている。

　これらの発症機序から本症例を考察すると，

6ヶ月から12ヶ月の周期で症状の悪化，改善

を繰り返していること，リベース操作で床材料

が新しくなり，また食物が停滞しにくい義歯床

研磨面の形態を付与したころ病変が改善したこ

とから，食物残渣や不潔性沈着物中の細菌によ

るなんらかの刺激が，基底細胞に変化を起こし

扁平苔癬様病変を生じさせたものと考えられ

る。このことを示唆するものとして，ダイナ

ミック印象時に使用する粘膜調整材が不潔な沈

着物を付着しやすい材料のため，印象採得時に

扁平苔癬様病変の悪化とともにCαη直∂α

α伽cαηsの感染と考えられる所見が認められ

た。また，クロールヘキシジンなどの抗真菌剤

を用いて効果的な口腔内のプラークコントロー

ルを行い，扁平苔癬の完全な軽快や著しい改善

を認あた報告8’9）がある。

　本例は，口腔扁平苔癬の組織診断はしていな

いが，本症の原因は，まだ不明であるとともに，

前癌病変であることを示唆する報告1213）もある。

このことから，本症例は長期的な経過観察が必

要と思われる。

　稿を終えるにあたり，ご校閲を賜った恩師，
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